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表２－１ Word2016による工学系学会論文集様式の設定 
手順 項目 内容 Tab操作 
１ ページ設定 Ａ４、余白（上下左右25mm） レイアウト／ページ設定 













５ 段組み設定 本文以下を２段組み設定 レイアウト／ページ設定／２段 









































ら順に , , 	 , 	  と対応させて設定する。例えば、初期値が0001の値を発生回路にセットす
ると図３－１に示すようになる。発生回路で取り出すＭ系列のタップルの位置は、図３－１に示
す０ビット目の  と１ビット目の  であり、各タップルから取り出した 	と 	の排他的論
理和が  の値となる。即ち  は、この回路における排他的論理和（⊕と記す） ＝ ⊕  を
示し  と同じ値 （ ＝ ＝ ⊕ ）となり、レジスタのデータを左へ１ビットシフトすると
	の０ビット目の値、すなわち左端の値 	が排出され、各データの値が左へシフトされ 	の
３ビット目が空きの状態となる。この３ビット目に  の値をセットするとフィードバック回路





τ 0, N, 2N	⋯ の時に値が１、それ以外の時には値が 1  である。
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  ・a(0) = 0, a(1) = 0, a(2) = 0, a(3) = 1, a(4) = -1 
(b) 周期 
周期は原子多項式（ ＝ ４＋ ＋１）が４次のために次に示す値となる。
  ・N=24-1=15 
(c) ＶＢＡプログラムコード 
 Ｍ系列信号発生のシミュレーションでは図３－２に示すExcelＶＢＡコードで行う。 
図３－２ Excel ＶＢＡコード 
(d) 発生したＭ系列 
 前述のExcel ＶＢＡで発生した２値（0,1）のＭ系列信号を図３－３に示す。 
図３－３ 発生したＭ系列信号 
For  k = 0  To  N-1 
If  a(0) <> a(1) Then 
   a(4) = 1 
Else 
   a(4) = 0 
End If 
m(k) = a(0) 
For  i = 0  To  3 
   a(i) = a(i + 1) 
Next i 
    Next k 
情報基礎におけるWord及びExcelの応用 15 

































６ 柏木 濶：Ｍ系列とその応用，pp.16-23，株式会社昭晃堂（1996） 
７ 株式会社ウイネット：Excel2016クイックマスター（基礎編），pp.114-125，株式会社ウイネット（2016） 
８ 立山秀利：なすぐわかるExcelマクロ＆ＶＢＡマネして使える作例集，pp.31-46，株式会社アスキー・メディア
ワーク（2011） 
